
 

京都中央信用金庫の環境への取組みについて 

 

 京都中央信用金庫は、風光明媚な世界有数の観光都市、そして京都議定書採択の地

である、“京都”を地盤とする信用金庫として、地域社会の持続的発展のため、“Ｏｎ 

Ｙｏｕｒ Ｓｉｄｅ ～ 地球がうれしい ～”をスローガンに、地域社会ひいては

地球全体の環境保全活動に積極的かつ継続的に取り組みます。 

 

【環境マネジメントシステム（ISO14001 認証）の運用】 

 当金庫は、サステナビリティ方針（環境方針、SDGs 方針、環境・社会に配慮した

投融資方針を内包）に則り、本店ビルにおける環境マネジメントシステム

（ISO14001 認証）を運用して環境に配慮した事業活動を展開する中で、事務セン

ターや営業店等を含めた金庫全体で、省エネ・省資源・ペーパーレス／デジタル化・

３R資源循環等の推進に取り組んでいます。 

 

【イニシアチブへの賛同】 

●TCFD 提言への賛同（２０２２年４月、信用金庫業界初） 

  気候関連財務情報の開示に努めるとともに、サステナビリティ推進体制を強化し、

気候変動を含む社会・環境問題の解決に向けた取組みを推進しています。 

  目標として、「事業活動における CO2排出量削減」と、お客さまの社会・環境関

連の取組みをご支援する「サステナブルファイ

ナンス実行」を掲げ、推進しています。 

 

CO2排出量削減 

（Scope1＋Scope2） 

目標 
（2030 年度までに 2013 年度比） 

実績 
（2023 年度 2013 年度比） 

▲50％ ▲42％ 
 

サステナブルファイナンス実行額 
目標 

（2030 年度末までの累計） 

実績 
（2023 年度末累計） 

5,000 億円 1,924 億円 

 

●TNFD（自然関連財務情報開示タスクフォース）フォーラムへの参画（2024年 6

月、信用金庫業界初） 

  自然資本に関する適切な情報の開示と、ネイチャーポジティブ（自然再興）に貢

献する取組みを検討・推進していきます。 

 

●環境省「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしの実現に向けた国民運動：デコ活」

宣言（2023年 12月） 

  脱炭素につながる商品・サービスの提供

によって、お客さまのエコライフを後押し

するとともに、職員に職場と家庭でのデコ

活アクション推進を推奨しています。 



 

【環境配慮型店舗】 

新設・建替店舗は、太陽光発電・全館 LED照明・照度センサー・人感センサー・ 

高効率空調・全熱交換器・Low-E ガラス等を標準仕様としています。 

2024年 8月新築移転オープンした草津支店・草津駅前支店は、設計一次エネル 

ギー消費量を 51％削減し、ZEB Ready認証を取得しています。 

 

 

 

【リサイクルシステム】 

●２０２１年より新たなリサイクルシステムを導入。本支店か

ら出る保管切れの書類や伝票などを回収し段ボールに入れて

搬出。段ボールごと溶解処理し、段ボール原紙を生成してい

ます。 

 

●2024年 10月、ENEOS(株)と提携し、家庭系廃食油の

回収を久我支店において開始しました。回収は専用リター

ナブルボトルを利用し、廃食油は石鹸・インクへの再利用

や航空燃料（ＳＡＦ）の原料として活用される予定です。 

 

 

【環境配慮型商品の提供】】 

事業性商品例 ●グリーンローン 

グリーンプロジェクト（環境改善効果がある事業であり、再生可能

エネルギー事業、省エネ構築物の建設・改修、環境汚染の防止・管

理など）に資金使途を限定。資金のモニタリングや定期的なレポー

ティングを通じ透明性を確保します。 

●サステナビリティ・リンク・ローン（京都ゼロカーボン・フレーム

ワーク活用） 

 京都府と連携し、府内企業の脱炭素化支援を目的とするローン。脱

炭素に取組する企業が CO2排出量削減目標を設定し、その達成状況

に応じた金利優遇を行います。 

●京都中信カーボンニュートラルサポートローン 

 温室効果ガスの排出量削減およびカーボンニュートラル達成に向

けた設備資金への支援を通じて、顧客の脱炭素経営への転換をサポ

ートします。 



 

消費性商品例 ●中信マイカーローン（エコカー優遇） 
 ご融資利率の優遇を通じて、エコカーの取得を支援します。 

●無担保住宅プラン「NEW ラッキーすまい
る（エコリフォーム優遇）」 
 ご融資利率の優遇を通じて、エコ関連設備
の購入・設置を支援します。 

 
 
 
 
 
 

 

 

【節電行動の徹底】 

クールビズ・ウォームビズの実施、空調機の温度設定、デマンドコントロールシス

テムの導入等の節電行動の徹底に努めています。 

 また、DX推進の一環として、業務用 PC の大半を「据置型」から「モバイルノー

ト型／タブレット型」へ変更しました。消費電力の大幅な削減を実現するとともに、

全職員がお客さま宅での接客から会議・研修の場まで利用できペーパーレス化促進に

も寄与しています。 

 

【シェアモビリティポートの設置】 

地域課題オーバーツーリズムへの対策、当金庫遊休スペースの有効活用等を目的に、

シェアモビリティ事業者３社と提携し、京都市内８店舗にシェアモビリティサービス

のポートを設置しました。 

 

【地域清掃活動】  

地球環境保全・啓発活動の一環として地域の清掃活動に積極的に取り組んでいます。

一人ひとりが環境やゴミ問題に関心を持ち、地球にやさしい街づくりを考え、行動す

る大切な機会となっています。 

 

・「ゴミゼロの日」ボランティア清掃活動 

・「琵琶湖一斉清掃」 

・「びわ湖の日」清掃活動  

・「環境美化の日」清掃活動 等 



 

【脱炭素アドバイザーの養成】 

環境省が脱炭素アドバイザー資格として認定した民間資格の取得を職員に推奨し、

お客さまのサステナブル経営をサポートできる職員の育成に努めています。 

 

【物品のエシカル化】 

●マイクロプラスチックによる海洋汚染防止、木材の地産地消への貢献を目的として、

役職員のネームプレートを「プラスチック製」から「地元木材／みやこ杣木製」に

変更しました。 

また、プラスチック製手提げ袋の廃止、「紙ストロー・紙製カトラリーセット」

の粗品採用、現金封筒の店内・店舗外 ATMコーナー備付廃止等、環境負荷軽減に

寄与する取組みを進めています。 

 

 

 

 

 

 

●2024 年 7 月から、環境にやさしい素材の通帳を順次導入しています。素材は、

「紙クロス、ベジタブルオイルインク、FSC®認証紙、ユニバーサルデザインフォ

ント」を使用しています。 

 

 


